
消費者庁のステマ規制強化に対応！インフルエンサーへの「ギフティング・シーディン
グ」「サンプリング」施策は⼤丈夫？ 
過去に展開した施策からステマリスクを分析。景品表⽰法改定に備える《ステマ実態調査
プラン》スタート！ 
 
SNS・インフルエンサーマーケティング事業を展開する LIDDELL 株式会社 (本社：東京都港区、
代表取締役：福⽥ 晃⼀、以下リデル) は、消費者庁のステマ規制強化に合わせて、ステルスマー
ケティング（ステマ）の防⽌・対策をサポートする《ステマ実態調査プラン》の提供を開始いたし
ました。 
 
お問い合わせ・お申し込みはこちら：https://service.liddell.tokyo/notice/1404/ 
 

 
 
2022 年 12 ⽉ 27 ⽇（⽕）、消費者庁がステルスマーケティング（以下、ステマ）広告を景品表⽰
法の不当表⽰の対象にする⽅針を発表しました。ステマに関する判断基準が明確となった今、社内
の実態を把握し、法令を遵守した SNS・インフルエンサーマーケティングが社会的に求められてい
ます。 
 
消費者庁のステマ規制⽅針の要点 ※リデルにて要約 
• 広告であるにも関わらず、インフルエンサーや SNS ユーザーなどの第三者が⾃主的に投稿し

たものであると⼀般消費者に誤認させる⾏為は、不当表⽰であると景品表⽰法に新たに指定す
ることが妥当。 



• インフルエンサーの投稿が商品の宣伝であると認められる実態にあれば、景品表⽰法の規制対
象となり得る。 

• 企業がインフルエンサーに対して、投稿に対する対価を設定し、具体的商品などを指定して無
償提供したうえで推薦する投稿を依頼する⾏為においても、⼀般消費者にわかりやすく広告で
あることを伝えなければならない。 

 
 
「対価」は商品の無償提供やイベント招待などのおもてなしなど、 
⾦銭に限らず対価性を有するものが含まれる。 
消費者庁の⽅針では、インフルエンサーに対し、商品を無償提供する代わりに投稿を依頼するギフ
ティングやイベントの招待も規制対象となります。 
リデルが 2022 年 8 ⽉に実施した、企業の SNS やマーケティング担当者に対する、ステマに関する
アンケートでは、「何がステマになるのか理解している」との回答は 74%でした。⼀⽅で、「ステ
マの社内実態調査」への興味が 9%と⾮常に低く、「意図しないステマ」や「知らず知らずのうち
にステマになってしまっている」など、過去の投稿において、認識不⾜によるステマ投稿をしてし
まっている可能性が⾼いと考えられます。（https://service.liddell.tokyo/notice/1041/） 
 
 
インフルエンサーの広告表記への意識も向上。「ステマ」と疑わしき依頼を断る傾向に。 
消費者庁が現役のインフルエンサーに対して実施したアンケートによると、ステマの依頼を受けた
インフルエンサーのうち 49.6%が依頼を断っています。また、Instagramがユーザーへの透明性を
強化する⽬的で、インフルエンサーの PR投稿に対してブランドコンテンツツールの使⽤を必須と
していることや、フォロワーや SNS ユーザーから「ステマ投稿ではないか」の指摘が増えている
背景からインフルエンサーの広告表記への意識が向上しており、不明瞭な依頼は断る傾向が強まっ
ています。 
 
 
「ギフティング・シーディング」「サンプリング」施策ほか、 
過去の投稿をチェック・分析し、社内の「意識」「認識」を改善《ステマ実態調査プラン》 
リデルでは、⽇本における SNS・インフルエンサーマーケティング黎明期からサービスを展開して
まいりました。また、消費者庁の『ステルスマーケティングに関する検討会』にも協⼒。 
6,000 社以上の取引実績においてステマのない、透明性や健全性の⾼いマーケティング活動を⾏っ
てきた経験に基づき 《ステマ実態調査プラン》をご⽤意いたしました。 
 
《ステマ実態調査プラン》では、ご要望に応じて過去に実施した SNS・インフルエンサー施策の投
稿を分析。ステマ投稿の実態を把握するとともに、依頼⽂や依頼⽅法の改善策やマニュアルを提
供。安⼼で安全な SNS・インフルエンサー施策をサポートいたします。 
 
 
《ステマ実態調査プラン》詳細 
• ブランドや施策、指定ハッシュタグをもとに過去の投稿を分析し、広告表記が明瞭になってい

るか、紛らわしい表記がないか、などを調査 
• 依頼⽂や依頼⽅法の分析 



• 消費者庁の⽅針に準じたマニュアル提供 
お問い合わせ・お申し込みはこちら：https://service.liddell.tokyo/notice/1404/ 
 
 
ステマ対策やレピュテーションリスクに対応する、《SNS監視・リスクマネジメントプラン》もご
⽤意しております。 
詳しくは、https://service.liddell.tokyo/notice/1041/をご参照ください。 
 
 
6,000 社の取引と、300 社以上の SNS運⽤実績を礎に、Instagramや TikTokの他、Twitter、
YouTubeなど多様な SNS で活躍する 30,000⼈の登録インフルエンサーとともにマーケティング
戦略を多数サポートしてまいりました。 
 
蓄積された知⾒を活かしつつ、常にアップデートしながら、SNS・インフルエンサーマーケティン
グのパイオニア企業として、業界の健全性とセキュアなマーケティング活動をサポートし、経済発
展に貢献してまいります。お気軽にお問い合わせください。 
 
 
【本件に関するお問合せ】 
リデル株式会社 
担当：貫（ぬき） 
メール：pr@liddell.tokyo 
 
-------------------------------------- 
［LIDDELL INFLUENCER WORKSPACE / LIW：SNS課題を数値化し、効率的に解決できるワー
クスペース］ 
URL：https://service.liddell.tokyo/ 
 
［「VINYL MUSEUM（ビニールミュージアム）：共感型フォトジェニック・アート展」］ 
URL：http://vinyl-museum.com/ 
Instagram：https://www.instagram.com/vinyl_museum/ 
 
［福⽥ 晃⼀代表取締役 CEO書籍］ 
「影響⼒を数値化 ヒットを⽣み出す“共感マーケティング”のすすめ」 
著者名：福⽥ 晃⼀ 発⾏：⽇経BP社/発売：⽇経BPマーケティング 
定価：本体 1,500円＋税 
ISBN：9784296101313 
＜Amazon 購⼊ページ＞ 
https://www.amazon.co.jp/dp/4296101315/  
 
［インフルエンサーアワードジャパン：インフルエンサーの感性や才能を応援し、その影響を称え
る。］ 
第 7 回 IAJ 特設サイト： https://lp.spirit-japan.com/iaj/2022/ 
 
［企業情報］ 



会社名：リデル株式会社/LIDDELL Inc. 
代表者：代表取締役 CEO 福⽥ 晃⼀ 
本社：東京都港区⾚坂 9-7-1ミッドタウン・タワー12F 
事業内容： 
（1） SNS・インフルエンサーマーケティングプラットフォームの運営 
（2） クリエイターエコノミー ⽀援 
（3） 各種マーケティングツールの提供 
コーポレート URL：https://liddell.tokyo/ 
採⽤に関して：https://www.wantedly.com/companies/liddell/ 
 
 
【本件に関する報道関係のお問合せ】 
リデル株式会社 担当：貫（ぬき） 
メール：pr@liddell.tokyo 
電話：03-6432-9806 


